
 

 

 

 

第５学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名「差別のない社会へ」（内容項目：C-13 公正、公平、社会正義） 

２ 教材名「モントゴメリーのバス」（出典「小学校道徳５ はばたこう明日へ」教育出版） 

３ 主題設定の理由 

高学年になると、差別や偏見がいじめなどの問題につながることを理解できるように

なる一方、いじめなどの問題につながる場面に出会ったとき、傍観的な立場に立ち、問

題から目を背けてしまうことも少なくない。ペアや全体で、人間的な弱さを理解したり、

教材の登場人物の行動について話し合ったりすることで差別や偏見について考えさせた

い。また、人間の弱さは誰にでもあり、差別や偏見は自分たちの周りにも潜んでいると

いうことを自覚させ、差別や偏見をもたずに人と関わることの大切さを自分事として捉

えさせたい。 

本学級の児童は、互いを受け入れ、認め合うことができている一方、今後、新たな見

方や考え方と出会うなかで、それらを正しく理解・認識し、自分自身で考え、行動して

いくことが必要となる。道徳科の学習では、真剣に考え、自身の意見を述べることがで

きるが、時間が経つにつれて、授業で考えたことや道徳的諸価値に対する意識が薄れて

しまう傾向がある。 

本時で使用する教材「モントゴメリーのバス」は、白人にバスの席を譲らなかったと

いう理由で黒人女性のローザ・パークスさんが逮捕されたことに抗議する人々が、キン

グ牧師を中心にバスのボイコット運動を行い、バスの座席を人種によって分ける州の法

律を変えさせることができたという話である。差別や偏見は、自分を守ろうとする心の

弱さの表れであることに気付くとともに、差別について抗議を続けた人の行動やその思

いについて考えさせることで、誰に対しても公正・公平な態度で接しようとする判断力

を育みたい。 

４ 本時のねらい 

 ローザ・パークスさんの行動や、キング牧師のボイコット運動を続けた理由について

話し合うことを通して、差別をしないことや偏見をもたないことの大切さに気付き、誰

に対しても公正・公平な態度で接しようとする道徳的判断力を育てる。 

５ 本授業のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

「物事を多面的・多角的に考える」 

を重点とした道徳科の授業づくり 

① 他者との話合いを通して、差別や偏見について、自分事として捉え、自分たちの在
り方について考える。 

② 授業の終末において、振り返りを行い、実践意欲や自身の考えを記録する。 



６ 本時の展開 
 学習活動 ○主な発問 ・予想される児童の発言 留意点や評価の観点 等 

導 

入 

１ 差別と聞いてイメージすることを確認する。 

○ 差別と聞いて何をイメージしますか。 

・不公平 ・いじめ ・仲間はずれ ・人によって制限 

 

  

・いじめや仲間はずれの問題か

ら、困難さと向き合うために

大切なことについて考えると

いう本時の内容をおさえる。 

展 

開 

２ パークスさんやキング牧師の行動の理由を考える。 

 ○ パークスさんの行動についてどう思いますか。 

  ・差別はよくないからよいと思う。 

  ・私だったら、怖くてできないと思う。 

 ○ パークスさんはどのような思いで、席を立たなかった

のでしょうか。 

  ・差別だと気付いてほしい。 

  ・このままじゃだめだから変えたい。 

 ○ ボイコット運動を続けたキング牧師が大切にしたこ

とは、どのようなことでしょうか。 

  ・差別がなくなるまであきらめない。 

  ・話合いで解決したい。 

  ・仲間を集める。 

３ 身近にある差別や偏見について事例を挙げ、考えを交流

する。 

 ○ これらについてどう思いますか。また、他にも似たよ

うな考えに触れたことはないでしょうか。 

・男子は力持ち。 

・家事は女性の仕事。 

・大人だからよくて、子どもだからだめ。 

４ 差別や偏見と向き合うために、大切にしたいことについ

て考える。 

 ○ 身の回りにある差別や偏見をなくすために、大切なこ

とはどのようなことでしょうか。 

  ・誰もが納得しているか考えたい。 

・周りに流されないようにしたい。 

  ・間違っていることは間違っていると言いたい。 

  ・助けを求めたい。 

 

 

 

 

・自分が傷ついていることを周

知することが、差別をなくす

ための一助になることについ

て気付くことができる問いか

けをする。 

 

 

 

 

 

 

・様々な人の立場に立ち、どの

ような差別や偏見があるのか

について考えることができる

発問をする。 

 

 

 

［評価の観点］ 

差別をしないことや偏見をも

たないことの大切さを理解し、

公正・公平な態度で接すること

について、自分との関わりで考

えている。 

終 

末 

５ ワークシートに振り返りを記入する。 

 ○ 今日の話合いから、考えたことを振り返りましょう。 

（１新しく 2今後 3 弱さ ４モヤモヤ ５友達） 

・本時の学習を振り返り、自分

の考えについて、５つの視点

から１つを選択して、ワーク

シートにまとめるよう促す 

 

「差別と向き合うために大切なことについて考えよう」 


